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F幼稚園児における運動能力の横断的分析

テニスボール投げ、両足連続跳び越し、体支持持続時

間、捕球）を調査した研究（近藤ら 1998、杉原ら 2004）

によると、1986 年から 1997 年の間で明らかな低下が認

められ、そして、2002 年には、その後低下したままで

あると報告している。さらに、2008 年度の調査（森ら

2011）によると、1986 年から 1997 年にかけての低下以

後は、低下した状態のままで安定し現在に至っている

と報告している。さらに、様々な個別の幼稚園におけ

る運動能力の調査報告 (鈴木 2000、三村ら 2008、日切

ら 2013、和久田 2017）もみられる。

　そこで本研究では、さいたま市にある自由遊びを中心

に保育を行っている、F幼稚園の園児を対象として身長・

体重、走・跳・投能力である運動能力テスト（25ｍ走、

立ち幅跳び、テニスボール投げ）を実施することで、体

格や運動能力の実態を明らかにすることを目的とした。

Ⅰ　はじめに

　平成 10年から実施されている「新体力テスト」を用

いた全国体力・運動能力、運動習慣等調査は、児童生

徒の日常生活における運動習慣と基本的な生活習慣な

どの改善を促進することを通して、体力・運動能力の

向上を図ることを目的としている。そして、「平成 30年

度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」（スポー

ツ庁 2018）報告では、反復跳びを除き、児童の半数以

上が昭和 60年度の平均値を下回り、ボール投げについ

ては、特に低く平成 22年度以降においても低下傾向と

報告している。

　小学生以上では、文部科学省・スポーツ庁の体力・運

動能力調査が行われているが、小学校入学前の幼児は

対象とされていない。全国的なレベルでの幼児の運動

能力（25ｍ走、往復走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ、
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目的としている。そして、「平成 30年度全国体力・運動能
力、運動習慣等調査結果」（スポーツ庁 2018）報告では、
反復跳びを除き、児童の半数以上が昭和60年度の平均値を
下回り、ボール投げについては、特に低く平成22年度以降
においても低下傾向と報告している。 
 小学生以上では、文部科学省・スポーツ庁の体力・運動

能力調査が行われているが、小学校入学前の幼児は対象と

されていない。全国的なレベルでの幼児の運動能力（25ｍ

走、往復走、立ち幅跳び、ソフトボール投げ、テニスボー

ル投げ、両足連続跳び越し、体支持持続時間、捕球）を調

査した研究（近藤ら 1998、杉原ら 2004）によると、1986
年から 1997 年の間で明らかな低下が認められ、そして、
2002 年には、その後低下したままであると報告している。
さらに、2008年度の調査（森ら2011）によると、1986年
から1997年にかけての低下以後は、低下した状態のままで
安定し現在に至っていると報告している。さらに、様々な

個別の幼稚園における運動能力の調査報告(鈴木2000、三村
ら2008、日切ら2013、和久田2017）もみられる。 
そこで本研究では、さいたま市にある自由遊びを中心に

保育を行っている、F 幼稚園の園児を対象として身長・体
重、走・跳・投能力である運動能力テスト（25m走、立ち
幅跳び、テニスボール投げ）を実施することで、体格や運

表1　各年児における体格と運動能力テスト項目の平均値及び標準偏差

平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

3歳児後半 1 97.1 - 16.1 - 8.4 - 65.0 - 1.0 -

3歳児前半 6 99.7 5.95 14.7 2.71 8.4 0.90 72.5 8.22 3.7 0.98

4歳児後半 9 105.5 4.73 17.1 1.69 7.2 0.43 88.9 14.53 4.2 1.48

4歳児前半 7 105.4 3.38 17.8 2.05 7.3 0.70 82.9 20.79 5.4 2.11

5歳児後半 5 109.7 6.69 18.2 2.19 6.7 0.67 97.0 18.57 5.3 2.08

5歳児前半 9 115.7 4.36 19.8 1.52 6.1 0.52 110.6 18.10 6.6 1.47

3歳児後半 6 95.1 2.37 13.8 1.09 10.6 1.03 30.8 12.81 2.3 0.94

3歳児前半 4 99.6 2.89 15.1 0.32 9.1 0.90 65.0 14.14 2.8 0.29

4歳児後半 4 104.2 3.72 17.6 2.44 8.4� ※ 1.27 86.3 10.31 3.4 0.63

4歳児前半 10 102.5 3.43 16.4 1.34 7.6 1.16 73.0 15.13 3.1� ※ 1.07

5歳児後半 3 110.2 2.61 18.9 3.65 6.6 0.26 85.0 17.32 3.7 0.76

5歳児前半 12 112.9 4.15 20.9 3.19 6.6 0.60 95.8� ※ 12.76 5.8 1.70

男女児の同年齢区分で有意に差があったものは、男児は網掛け、女児の平均値に　※（：p<0.05）を付けている

ﾎﾞー ﾙ投(m)

男児

女児

人数
身長(cm) 体重(kg) 25m走(秒） 立幅跳(cm)
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Ⅱ　方　法

１　対象者

　対象者は、さいたま市にある F幼稚園年長５歳児（30

名）、年中４歳児（30名）、年少３歳児（20名）の計 80

名 (男児 40名、女児 40名 )であり、運動能力テスト 3

種類の全ての項目データが揃った男児 37名、女児 39名、

合計 76名を対象とした。なお、全国値データが、同じ

年齢でも半年刻みとしているため、生年月日を参考と

し、各年児の４月から９月生まれを前半生れ、10月か

ら３月生まれを後半生れとした。つまり、F幼稚園にお

いて、３歳児前半（生れ）とは、３歳児の年少児で生

年月日が４月から９月までの園児、３歳児後半（生れ）

とは、３歳児の年少児で生年月日が 10月から３月まで

の園児に区分した。同様に、４歳児前半、４歳児後半、

５歳児前半、５歳児後半に区分し、６つのグループに

区分して検討した。

　本研究は、埼玉大学におけるヒトを対象とする研究倫

理委員会の承認を得ており (承認番号：R1-E-1）、対象

者には測定直前にも中止できることを伝え、対象者の

保護者には、事前に説明文書を用いて説明を行い、研

究参加の同意を得た上で実施した。

表2　各年児における体格（身長・体重）のF幼稚園児と全国値の比較
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図1　各年児における体格の F幼稚園と全国値の比較（※:p〈0.05,※※:p〈0.01,※※※:p〈0.001）

2 測定項目 

体格として、身長と体重は、平成31年4月に測定し、そ

して運動能力テストは、25ｍ走、立幅跳、テニスボール投

げの3項目に絞って、F幼稚園の園庭(芝生)及び講堂で同年

5月に行った。 

①25m 走は、芝生の園庭でスタートからゴールまで 30ｍ

の直走路を準備し、スターターの合図によって走りだ

した対象者を、25ｍ地点側方のビデオカメラ

（DCR-VX1000）によって、パンニング撮影した。その

後、再生画像から25ｍの所要時間（1/10秒単位）を求

めた。 

②立幅跳は、講堂で床に踏み切り線を準備し、踏み切り

線を踏まないよう、はだしで両足同時にできるだけ遠

くへ跳ぶよう指示し2回測定した。踏み切り線から着

地した地点までcm単位で、良い方の記録を採用した。 

③テニスボール投げは、芝生の園庭で、硬式テニスボー

ルを助走なしで、上からできるだけ遠くへ投げるよう

指示し 2回測定した。予め 0.5ｍ毎に引いたラインに

より、良い方の記録（0.5ｍ未満は切り捨て）を採用し

た。 

 

3 統計処理 

表3　運動能力テストにおけるF幼稚園と全国値データの比較

年齢区分 人数 平均 標準偏差 年齢区分 人数 平均 標準偏差

3歳児後半 1 8.4 - 4歳前半 601 8.11 1.03

3歳児前半 6 8.4 0.90 4歳後半 986 7.33 0.87

4歳児後半 9 7.2 0.43 5歳前半 1126 6.92 0.82

4歳児前半 7 7.3 0.70 5歳後半 1125 6.48 0.69

5歳児後半 5 6.7 0.67 6歳前半 1160 6.19 0.71

5歳児前半 9 6.1 0.52 6歳後半 235 6.12 0.61

3歳児後半 6 10.6 1.03 4歳前半 608 8.44 1.21

3歳児前半 4 9.1 0.90 4歳後半 927 7.57 0.99

4歳児後半 4 8.4 1.27 5歳前半 1074 7.15 0.83

4歳児前半 10 7.6 1.16 5歳後半 1070 6.66 0.68

5歳児後半 3 6.6 0.26 6歳前半 1078 6.38 0.59

5歳児前半 12 6.6 0.60 6歳後半 225 6.30 0.57

3歳児後半 1 65.0 - 4歳前半 660 76.3 19.5

3歳児前半 6 72.5 8.22 4歳後半 1077 86.5 19.5

4歳児後半 9 88.9 14.53 5歳前半 1223 93.0 20.0

4歳児前半 7 82.9 20.79 5歳後半 1258 103.1 18.6

5歳児後半 5 97.0 18.57 6歳前半 1277 111.4 18.5

5歳児前半 9 110.6 18.10 6歳後半 272 113.8 19.5

3歳児後半 6 30.8 12.81 4歳前半 697 71.7 17.8

3歳児前半 4 65.0 14.14 4歳後半 1035 79.7 17.7

4歳児後半 4 86.3 10.31 5歳前半 1181 86.0 18.3

4歳児前半 10 73.0 15.13 5歳後半 1170 96.0 17.1

5歳児後半 3 85.0 17.32 6歳前半 1188 102.8 16.1

5歳児前半 12 95.8 12.76 6歳後半 250 102.5 17.2

3歳児後半 1 1.0 - 4歳前半 460 4.1 1.7

3歳児前半 6 3.7 0.98 4歳後半 696 5.2 2.2

4歳児後半 9 4.2 1.48 5歳前半 779 6.1 2.6

4歳児前半 7 5.4 2.11 5歳後半 765 7.2 2.9

5歳児後半 5 5.3 2.08 6歳前半 775 8.8 3.6

5歳児前半 9 6.6 1.47 6歳後半 167 9.1 3.8

3歳児後半 6 2.3 0.94 4歳前半 479 3.1 1.1

3歳児前半 4 2.8 0.29 4歳後半 675 3.8 1.3

4歳児後半 4 3.4 0.63 5歳前半 758 4.3 1.4

4歳児前半 10 3.1 1.07 5歳後半 707 4.9 1.6

5歳児後半 3 3.7 0.76 6歳前半 711 5.7 1.8

5歳児前半 12 5.8 1.70 6歳後半 165 5.6 1.7

全国値データF幼稚園

男児

女児

25m走
(秒）

立幅跳
(cm）

男児

女児

ﾎﾞｰﾙ投
(m）
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２　測定項目

　体格として、身長と体重は、平成 31年４月に測定し、

そして運動能力テストは、25ｍ走、立幅跳、テニスボー

ル投げの３項目に絞って、F幼稚園の園庭 (芝生 )及び

講堂で同年５月に行った。

　① �25ｍ走は、芝生の園庭でスタートからゴールまで

30ｍの直走路を準備し、スターターの合図によっ

て走りだした対象者を、25ｍ地点側方のビデオカ

メラ（DCR-VX1000）によって、パンニング撮影した。

その後、再生画像から 25ｍの所要時間（1/10 秒単

位）を求めた。

　②�立幅跳は、講堂で床に踏み切り線を準備し、踏み

切り線を踏まないよう、はだしで両足同時にでき

るだけ遠くへ跳ぶよう指示し２回測定した。踏み

切り線から着地した地点まで cm単位で、良い方の

記録を採用した。

　③�テニスボール投げは、芝生の園庭で、硬式テニス

ボールを助走なしで、上からできるだけ遠くへ投

げるよう指示し２回測定した。予め 0.5ｍ毎に引い

たラインにより、良い方の記録（0.5ｍ未満は切り

捨て）を採用した。

2 測定項目 

体格として、身長と体重は、平成31年4月に測定し、そ

して運動能力テストは、25ｍ走、立幅跳、テニスボール投

げの3項目に絞って、F幼稚園の園庭(芝生)及び講堂で同年

5月に行った。 

①25m 走は、芝生の園庭でスタートからゴールまで 30ｍ

の直走路を準備し、スターターの合図によって走りだ

した対象者を、25ｍ地点側方のビデオカメラ

（DCR-VX1000）によって、パンニング撮影した。その

後、再生画像から25ｍの所要時間（1/10秒単位）を求

めた。 

②立幅跳は、講堂で床に踏み切り線を準備し、踏み切り

線を踏まないよう、はだしで両足同時にできるだけ遠

くへ跳ぶよう指示し2回測定した。踏み切り線から着

地した地点までcm単位で、良い方の記録を採用した。 

③テニスボール投げは、芝生の園庭で、硬式テニスボー

ルを助走なしで、上からできるだけ遠くへ投げるよう

指示し 2回測定した。予め 0.5ｍ毎に引いたラインに

より、良い方の記録（0.5ｍ未満は切り捨て）を採用し

た。 

 

3 統計処理 

表3　運動能力テストにおけるF幼稚園と全国値データの比較

年齢区分 人数 平均 標準偏差 年齢区分 人数 平均 標準偏差

3歳児後半 1 8.4 - 4歳前半 601 8.11 1.03

3歳児前半 6 8.4 0.90 4歳後半 986 7.33 0.87

4歳児後半 9 7.2 0.43 5歳前半 1126 6.92 0.82

4歳児前半 7 7.3 0.70 5歳後半 1125 6.48 0.69

5歳児後半 5 6.7 0.67 6歳前半 1160 6.19 0.71

5歳児前半 9 6.1 0.52 6歳後半 235 6.12 0.61

3歳児後半 6 10.6 1.03 4歳前半 608 8.44 1.21

3歳児前半 4 9.1 0.90 4歳後半 927 7.57 0.99

4歳児後半 4 8.4 1.27 5歳前半 1074 7.15 0.83

4歳児前半 10 7.6 1.16 5歳後半 1070 6.66 0.68

5歳児後半 3 6.6 0.26 6歳前半 1078 6.38 0.59

5歳児前半 12 6.6 0.60 6歳後半 225 6.30 0.57

3歳児後半 1 65.0 - 4歳前半 660 76.3 19.5

3歳児前半 6 72.5 8.22 4歳後半 1077 86.5 19.5

4歳児後半 9 88.9 14.53 5歳前半 1223 93.0 20.0

4歳児前半 7 82.9 20.79 5歳後半 1258 103.1 18.6

5歳児後半 5 97.0 18.57 6歳前半 1277 111.4 18.5

5歳児前半 9 110.6 18.10 6歳後半 272 113.8 19.5

3歳児後半 6 30.8 12.81 4歳前半 697 71.7 17.8

3歳児前半 4 65.0 14.14 4歳後半 1035 79.7 17.7

4歳児後半 4 86.3 10.31 5歳前半 1181 86.0 18.3

4歳児前半 10 73.0 15.13 5歳後半 1170 96.0 17.1

5歳児後半 3 85.0 17.32 6歳前半 1188 102.8 16.1

5歳児前半 12 95.8 12.76 6歳後半 250 102.5 17.2

3歳児後半 1 1.0 - 4歳前半 460 4.1 1.7

3歳児前半 6 3.7 0.98 4歳後半 696 5.2 2.2

4歳児後半 9 4.2 1.48 5歳前半 779 6.1 2.6

4歳児前半 7 5.4 2.11 5歳後半 765 7.2 2.9

5歳児後半 5 5.3 2.08 6歳前半 775 8.8 3.6

5歳児前半 9 6.6 1.47 6歳後半 167 9.1 3.8

3歳児後半 6 2.3 0.94 4歳前半 479 3.1 1.1

3歳児前半 4 2.8 0.29 4歳後半 675 3.8 1.3

4歳児後半 4 3.4 0.63 5歳前半 758 4.3 1.4

4歳児前半 10 3.1 1.07 5歳後半 707 4.9 1.6

5歳児後半 3 3.7 0.76 6歳前半 711 5.7 1.8

5歳児前半 12 5.8 1.70 6歳後半 165 5.6 1.7

全国値データF幼稚園

男児

女児

25m走
(秒）

立幅跳
(cm）

男児

女児

ﾎﾞｰﾙ投
(m）

男児

女児
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３　統計処理

　すべての測定値は、平均値±標準偏差（SD）で示した。

全国値との比較は、t-test（対応なし）を用い分析を行っ

た。統計的な有意水準は、すべて 5％（p<0.05）とした。

なお、統計解析ソフトは、SPSS�15.0J�for�Windows を

用いて行った。

Ⅲ　結果と考察

　表１は、６つの各年児グループの体格と運動能力テス

ト項目の平均値及び標準偏差を示したものである。体

格や運動能力テスト３項目の男女児差について、25ｍ

走で４歳児後半 (男児 7.2 ± 0.43 秒と女児 8.4 ± 1.27

秒 )で、立幅跳で５歳児前半 (男児 110.6 ± 18.10cm と

すべての測定値は、平均値±標準偏差（SD）で示した。

全国値との比較は、t-test（対応なし）を用い分析を行っ

た。統計的な有意水準は、すべて5％（p<0.05）とした。な

お、統計解析ソフトは、SPSS 15.0J for Windowsを用いて

行った。 

 

Ⅲ 結果と考察 
 
 表１は、6つの各年児グループの体格と運動能力テスト項
目の平均値及び標準偏差を示したものである。体格や運動

能力テスト3項目の男女児差について、25m走で4歳児後
半(男児7.2±0.43秒と女児8.4±1.27秒)で、立幅跳で5歳

表4　運動能力テストにおけるF幼稚園と実質的な全国値データの比較及び有意差

年齢区分 人数 平均 標準偏差 年齢区分 人数 平均 標準偏差

3歳児後半 1 8.4 - -

3歳児前半 6 8.4 0.90 4歳前半 601 8.11 1.03 ns

4歳児後半 9 7.2 0.43 4歳後半 986 7.33 0.87 ns

4歳児前半 7 7.3 0.70 5歳前半 1126 6.92 0.82 ns

5歳児後半 5 6.7 0.67 5歳後半 1125 6.48 0.69 ns

5歳児前半 9 6.1 0.52 6歳前半 1160 6.19 0.71 ns

6歳後半 235 6.12 0.61 -

3歳児後半 6 10.6 1.03 -

3歳児前半 4 9.1 0.90 4歳前半 608 8.44 1.21 ns

4歳児後半 4 8.4 1.27 4歳後半 927 7.57 0.99 ns

4歳児前半 10 7.6 1.16 5歳前半 1074 7.15 0.83 ns

5歳児後半 3 6.6 0.26 5歳後半 1070 6.66 0.68 ns

5歳児前半 12 6.6 0.60 6歳前半 1078 6.38 0.59 ns

6歳後半 225 6.30 0.57 -

3歳児後半 1 65.0 - -

3歳児前半 6 72.5 8.22 4歳前半 660 76.3 19.5 ns

4歳児後半 9 88.9 14.53 4歳後半 1077 86.5 19.5 ns

4歳児前半 7 82.9 20.79 5歳前半 1223 93.0 20.0 ns

5歳児後半 5 97.0 18.57 5歳後半 1258 103.1 18.6 ns

5歳児前半 9 110.6 18.10 6歳前半 1277 111.4 18.5 ns

6歳後半 272 113.8 19.5 -

3歳児後半 6 30.8 12.81 -

3歳児前半 4 65.0 14.14 4歳前半 697 71.7 17.8 ns

4歳児後半 4 86.3 10.31 4歳後半 1035 79.7 17.7 ns

4歳児前半 10 73.0 15.13 5歳前半 1181 86.0 18.3 0.05

5歳児後半 3 85.0 17.32 5歳後半 1170 96.0 17.1 ns

5歳児前半 12 95.8 12.76 6歳前半 1188 102.8 16.1 ns

6歳後半 250 102.5 17.2 -

3歳児後半 1 1.0 - -

3歳児前半 6 3.7 0.98 4歳前半 460 4.1 1.7 ns

4歳児後半 9 4.2 1.48 4歳後半 696 5.2 2.2 ns

4歳児前半 7 5.4 2.11 5歳前半 779 6.1 2.6 ns

5歳児後半 5 5.3 2.08 5歳後半 765 7.2 2.9 ns

5歳児前半 9 6.6 1.47 6歳前半 775 8.8 3.6 0.05

6歳後半 167 9.1 3.8 -

3歳児後半 6 2.3 0.94 -

3歳児前半 4 2.8 0.29 4歳前半 479 3.1 1.1 ns

4歳児後半 4 3.4 0.63 4歳後半 675 3.8 1.3 ns

4歳児前半 10 3.1 1.07 5歳前半 758 4.3 1.4 0.01

5歳児後半 3 3.7 0.76 5歳後半 707 4.9 1.6 ns

5歳児前半 12 5.8 1.70 6歳前半 711 5.7 1.8 ns

6歳後半 165 5.6 1.7 -

有意差

男児

女児

25m走
(秒）

男児

F幼稚園 全国値データ

女児

立幅跳
(cm）

男児

女児

ﾎﾞｰﾙ投
(m）
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児前半(男児110.6±18.10cmと女児95.8±12.76cm)で、ボ
ール投げで4歳児前半(男児5.4±2.11mと女児3.1±1.07m)
で差がみられたが、他の項目は、男女児の有意な差はみら

れなかった。しかしながら、ほとんどの各年児で男児が女

児を上回っていることが示唆された。 
表２は、身長と体重について、F 幼稚園の各年児と全国
値を比較したものである。なお、全国値は、最も近年のデ

ータである平成28年国民健康・栄養調査報告（厚生労働省
2017）と比較したが、各年児において前半後半の区別がな
いため、３歳児、４歳児、５歳児にまとめて比較した。ま

た、図 1は、男女児別に身長と体重について、各年児で F
幼稚園平均値と全国値平均値を図示したものである。 

 男児について、身長は、３歳児から５歳児まで、有意に

全国値を上回っていた。体重は、４歳児のみ有意に全国値

を上回り、３歳児と５歳児において差はみられなかった。

女児について、身長は５歳児のみ有意に全国値を上回り、

３歳児と４歳児において差はみられなかった。体重は、３

歳児について差はみられなかったが、４歳児と５歳児につ

いては、有意に全国値を上回っていた。これらのことは、F
幼稚園児の生年月日が 4月から 9月生まれの各年児の前半
グループが10月から3月までの後半グループより人数が多
いことが全国値データより高い一因とも考えられる。ただ

し、異なる年度のデータであることや体格の測定時期の違

いも考えられ、F 幼稚園児が特に全国の同年代の子どもた

図2　運動能力テストにおけるF幼稚園と実質的な全国値データの比較　（※：p<0.05, ※※：p<0.01）
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女児 95.8 ± 12.76cm) で、ボール投げで４歳児前半 (男

児 5.4 ± 2.11ｍと女児 3.1 ± 1.07ｍ )で差がみられた

が、他の項目は、男女児の有意な差はみられなかった。

しかしながら、ほとんどの各年児で男児が女児を上回っ

ていることが示唆された。

　表２は、身長と体重について、F幼稚園の各年児と全

国値を比較したものである。なお、全国値は、最も近

年のデータである平成 28年国民健康・栄養調査報告（厚

生労働省 2017）と比較したが、各年児において前半後

半の区別がないため、３歳児、４歳児、５歳児にまと

めて比較した。また、図 1は、男女児別に身長と体重

について、各年児で F幼稚園平均値と全国値平均値を

図示したものである。

　男児について、身長は、３歳児から５歳児まで、有意

に全国値を上回っていた。体重は、４歳児のみ有意に

全国値を上回り、３歳児と５歳児において差はみられ

なかった。女児について、身長は５歳児のみ有意に全

国値を上回り、３歳児と４歳児において差はみられな

かった。体重は、３歳児について差はみられなかったが、

４歳児と５歳児については、有意に全国値を上回って

いた。これらのことは、F幼稚園児の生年月日が４月か

ら９月生まれの各年児の前半グループが 10月から３月

までの後半グループより人数が多いことが全国値デー

タより高い一因とも考えられる。ただし、異なる年度の

データであることや体格の測定時期の違いも考えられ、

F幼稚園児が特に全国の同年代の子どもたちと大きく異

児前半(男児110.6±18.10cmと女児95.8±12.76cm)で、ボ
ール投げで4歳児前半(男児5.4±2.11mと女児3.1±1.07m)
で差がみられたが、他の項目は、男女児の有意な差はみら

れなかった。しかしながら、ほとんどの各年児で男児が女

児を上回っていることが示唆された。 
表２は、身長と体重について、F 幼稚園の各年児と全国
値を比較したものである。なお、全国値は、最も近年のデ

ータである平成28年国民健康・栄養調査報告（厚生労働省
2017）と比較したが、各年児において前半後半の区別がな
いため、３歳児、４歳児、５歳児にまとめて比較した。ま

た、図 1は、男女児別に身長と体重について、各年児で F
幼稚園平均値と全国値平均値を図示したものである。 

 男児について、身長は、３歳児から５歳児まで、有意に

全国値を上回っていた。体重は、４歳児のみ有意に全国値

を上回り、３歳児と５歳児において差はみられなかった。

女児について、身長は５歳児のみ有意に全国値を上回り、

３歳児と４歳児において差はみられなかった。体重は、３

歳児について差はみられなかったが、４歳児と５歳児につ

いては、有意に全国値を上回っていた。これらのことは、F
幼稚園児の生年月日が 4月から 9月生まれの各年児の前半
グループが10月から3月までの後半グループより人数が多
いことが全国値データより高い一因とも考えられる。ただ

し、異なる年度のデータであることや体格の測定時期の違

いも考えられ、F 幼稚園児が特に全国の同年代の子どもた

図2　運動能力テストにおけるF幼稚園と実質的な全国値データの比較　（※：p<0.05, ※※：p<0.01）
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図2　運動能力テストにおける F幼稚園と実質的な全国値データの比較（※:p〈0.05,※※:p〈0.01）
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なる点はみられないと考えてよい。

　表３は、25ｍ走、立幅跳、テニスボール投げの運動

能力テストについて、F幼稚園の各年児と全国値を比較

したものである。なお、F幼稚園の年齢区分は、３歳児

クラスで年度の後半生れから５歳児クラス前半生れの

順に記載した。全国値は、森司朗ら（2011）の報告デー

タのまま記載したが、例えば４歳前半とは４歳０カ月か

ら６カ月、４歳後半とは４歳７月から 11カ月までとし

ている。そして、全国値のデータは、2008 年の９月か

ら 11月以降に測定を始めたことにより、本研究に比べ

運動能力テストを行った時期が約半年遅い。そのため、

F幼稚園グループの３歳児前半は、全国値グループの４

歳後半と比較させた方が適切と考えられ、表３ではな

く、表４で有意差検定も行い比較した。なお、年齢区分

の名称は、本研究で規定した３歳児前半から５歳児前

半の５つのグループとして後述していく。また、図２は、

男女児別に３つの運動能力テストについて、F幼稚園平

均値と全国値平均値の経年変化を図示したものである。

　男児について、F幼稚園 25ｍ走は３歳児前半（8.4秒）

から５歳児前半（6.1 秒）まで徐々に速くなっており、

全国値データ（8.11 秒から 6.19 秒）と差はみられなかっ

た。F 幼稚園立幅跳は３歳児前半（72.5cm）から５歳

児前半（110.6cm）まで多少凸凹はあるものの跳躍距離

が徐々に長くなっており、全国値データ（76.3cm から

111.4cm）と大きな差はみられなかった。F幼稚園テニ

スボール投げは３歳児前半（3.7ｍ）から５歳児前半（6.6

ｍ）まで投距離が徐々に長くなっており、全国値デー

タ（4.1ｍから 8.8ｍ）と同様な傾向であった。しかし

ながら、５歳児前半グループのみに有意な差（p<0.05）

がみられたが、F幼稚園の値は、全般的に全国値を下回

る傾向がみられた。

　女児について、F幼稚園 25ｍ走は、３歳児前半（9.1

秒）から５歳児前半（6.6秒）まで徐々に速くなっており、

全国値データ（8.44 秒から 6.38 秒）と差はみられなかっ

た。F幼稚園立幅跳は、３歳児前半（65.0cm）から 5歳

児前半（95.8cm）まで、４歳児後半で全国値と逆転がみ

られるが跳躍距離が徐々に長くなっている。また、全

国値データ（71.7cm から 102.8cm）と、４歳児前半グルー

プのみに有意な差（p<0.05）がみられ、全般的に全国値

を下回る傾向がみられた。F幼稚園テニスボール投げは

３歳児前半（2.8ｍ）から５歳児前半（5.8ｍ）まで停

滞時期はあるものの投距離が徐々に長くなっており、全

国値データ（3.1ｍから 5.7ｍ）と同様な傾向であった。

なお４歳児前半のみに有意な差（p<0.01）がみられ、５

歳児後半まで全国値を下回る傾向がみられた。

　以上のことから、F幼稚園児は、身長や体重といった

体格は、全国値に比べ若干上回り、運動能力テストにつ

いて、全国値と大きな差はみられなかった。しかしな

がら、F幼稚園児の立幅跳とテニスボール投げについて

は、男女児とも全国値と有意な差はみられないが、全

国値を若干下回る傾向がみられた。25ｍ走は、行動を

起こしたり、行動を調整したりする能力の指標、立幅

跳は、自分の体そのものの移動を伴う移動系動作、ボー

ル投げは、自分の体以外の物を操作する操作系動作と

されており、F幼稚園児は、行動を起こしたり調整した

りする能力は問題ないが、移動系動作や操作系動作に

課題がみられる。

　F幼稚園では、特に運動に特化した行事は行われてい

ない。保育は自由な遊びが重視され、園児は自分の意

志で行動する中で、遊具や様々な遊びを通して基本的

な動きを行っており、運動能力テストの全国値と変わ

らないと考えられる。

Ⅳ　まとめ

　本研究では、園児を対象として身長・体重、25ｍ走、

立ち幅跳び、テニスボール投げを実施することで、F幼

稚園の体格や運動能力の実態を明らかにすることを目

的とした。対象者は、データがすべて揃った男児 37名、

女児 39名、合計 76名を対象とした。主な結果は次の通

りである。

１�　体格や運動能力テストの男女児差について、３つ

の年児以外には有意な差がみらなかったが、ほとん

どの各年児は男児が女児を上回っていることが示唆

された。

２�　身長や体重といった体格について、F幼稚園児は、

３歳児から５歳児まで男女児とも全国値を上回った

年児がみられたが、特に大きく異なる点はないと考

えられる。

３�　運動能力テストについて、男女児とも F幼稚園児

は全国値と大きな差はみられなかったが、立幅跳と

テニスボール投げについては、全国値と有意な差は

みられないが、全国値を若干下回る傾向がみられた。
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